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※ 今週のアウトルック（12/23～12/27）

　先週は、ドル円は足踏み状態、クロス円は幾分円高気味となりました。

相変わらずNYダウは好調さを維持していますが、日経225、ドイツのDAXなどはついて行けず、

為替もリスクオン状況ではなくなってきているようです。

　今週は、NYダウが好調の中、クリスマスを迎え閑散な取引を狙う仕掛け的な動きはあるのか。

そのあたりにまずは注意を払う必要がありそうです。

  先週のドル円は109.5円付近のレジスタンスに阻まれて、小動きな展開となっています。

NYダウの好調さに乗り切れていない印象です。

　今週は、後半のクリスマス休暇明けの取引から、一気にレジスタンスブレイクとなるのか。

それとも年末に向けて新たな展開が待っているのか、来年のスタートを占う上で、

興味深い週となりそうです。

　ドル円の予想レンジは108.5円から110円です。

　先週のユーロ円は、122円付近のレジスタンスを一度はブレイクしたものの、その後の

買いが続かず、121円前半まで下落してそのままNY市場を終了しています。

　今週は、ここから再び123円以上を目指す展開となるのか、それともこのまま

下落トレンドを継続することとなるのかが注目されますが、テクニカル的には下落トレンド

継続の可能性がやや高いような状況です。

　ユーロ円の予想レンジは120円から123円です。

　ポンド円は、保守党の過半数突破獲得の熱狂がやや冷めたようです。

今週、140円から142円のサポートを割ってしまった場合は、急落する可能性が浮上するように

思います。

　ポンド円の予想レンジは130円から146円です。

　NYダウは相変わらず好調さを保っていますが、他国の株式、為替ともにリスクオフ傾向が

出てきています。週後半には実質的な新年度を迎え、このままねじれ現象は続くのか、

それとも、NYダウの好調さはそろそろ転機を迎えることとなるのか。

　今週後半からの動きに、来年のスタートを占う要素がありそうです。
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